「心に残る文化財子ども塾」学習指導案
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日　時：平成28年6月20日（月）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　10：45～11:30（3時間目）
                                                           11:40～12:25（4時間目）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　場　所：雲南市阿用小学校
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　対象者：同校６年生８名
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　指導者：○６年部教職員　昌子由香







　 ○島根県古代文化センター
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　稲田陽介・野々村安浩
１．主題（主題名）
　　　奈良の大仏と阿用の歴史

2． ねらい
　　・奈良時代の人々の生活や想い（願い）、技術を体験的に捉える。
　　・地域の歴史・文化に対する興味・関心を高める。
	学習活動
	指導者の支援及び留意点

	３時間目　
10:45～11:05（20分）　場所：調理室？
　①奈良時代の概要
　・奈良時代の暮らしについて
　・『出雲国風土記』の中の阿用について
11：05～11：30（25分）
　②和同開珎作り　
　・奈良時代のお金について
　・和同開珎の鋳造体験
４時間目
11：40～12：15（35分）場所：体育館
　③大仏の巨大さの体験
　・部品パネルを組み立て、高さ18ｍの大仏　　を完成させる。
12：15～12：25（10分）
　④まとめ

　・独特な仏像の作風について質問し、疑問を　　解く。
　・感想
	・奈良時代とはどのような時代なのかを説明
・出雲国風土記に記載されている「阿用」の地　名の由来を説明する
・和同開珎作りセットを利用して、当時の人達　の技術を体験してもらう

・お金の歴史と、県内出土の和同開珎について　説明する

・当時の人々が残した遺物に触れてもらう

・作業中に、体育館で大仏パネルの準備

・実物大パネルを活用して、どのくらいの大きさか、　どれだけ大変だったかを体験してもらう



３．展開
４．準備物等
　　・〔体験用具〕大仏パネル、和同開珎セット、遺物セット、大仏建立DVD（事前）
　　・〔説明用具〕配布資料
　　・〔その他〕カメラ、アンケート用紙
５．その他

    ・事前に大仏建立のDVDを見てもらい、その大変さと工夫をしってもらう。
